


DOCTOR'S VOICE Q 1

若手医師・看護師と新病院長・看護部長の対談

医療者全員が参加する病院でありたい 新病院長三砂甫抒�iE

地域密着医療と地場産業への展開

当院が目指すのは地域に密着した医療です。様々な寄附講座やサテライト

センター、総合診療サポートセンターの設置など、多様な側面から地域に密蒲

した医療の展開をこれからも実践していきます。同時に、学内外の研究組織及

び企業との連携体制を構築する 「先端医療創生センター」を中心に研究を進

め、研究と臨床の融合、産業への展開を推進します。また、それらを当院の強み

としての情報発信も重要です。

若手の医療従事者に対する教育の推進

吉田チーム医療の現場では、自分の役割だけで精一杯な状況ですが、自らが

行動を起こし、現場での経験を積極的に積みたいです。

高石スタッフや患者さんなどたくさんの人と触れ合って、知識はもちろん、人間

性や話し方などを身につけて患者さんといい関係を築いていきたいです。

水本看護の基礎をいつも大事にし、何気ない会話ひとつひとつから、人と人

との繋がりを大切にして、信頼される看護師を目指します。

西森患者さんへの安全で安心なケアや処置を提供し、患者さんだけではなく

家族も理想とする退院を実現させたいです。

患者さんの気持ちが理解でき、患者さんの気持ちに寄り添う

研修の時期には様々な科に接することで視野が広がり、チーム医療に対し

ての理解が深まります。易きな部分に流れず、自ら厳しい道を選択していく姿勢

を保ち、高い志を持って患者さんと向き合ってください。20代では自らの視野を

広げ、チャレンジ精神を持ち続けるべきです。病院も、私もできるだけのバック

アップとサポートを約束します。また、絶えず 「なぜ」という探究心を持ち、原因を

究明する診療を続けることです。これからも愛媛大学医学部附属病院としての

プライドを持ちながら、患者さんに寄り添う姿勢で医師・看護師として頑張って

ください。当院も学内資源の重点化を進め、大胆な改革を続け、若い医療人

が伸び伸びと活躍できる場所でありたいと思います。

ヽ

PROFILE 

みうらひろまさ◎長崎県出身、1982 年九州大学医学部卒業、医学博士。

九州大学医学部准教授などを経て、2010 年から整形外科教授。 2015

年4月から現臓。変形性膝関節症に対する人工膝関節置換術を専門と

して、国内の臨床、基礎研究をリ ー ド。 2006 年から現在まで連続して

Best Doctors in Japanに選出。趣味は渓流釣り、読書。
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研修医吉田諭 研修医高石彩子 看護師 看護師西森功








